





















の方針が決定された「埋葬と墓地に関する委員会」(The Committee Regarding 
The Burial And Burial Groundsりでの話し合いに見られる政府と各民族との対
















府高官たちの討論である。 主に， 1887年の墓 地 や埋葬に関する法案 (The
Burial Bill) について論議した立法評議会 (Legislative Council) , そして， 火










い。 現在， シンガポールの現在の火葬率は， 79.26% となっており， 国民の大
多数が火葬を選び， 火葬が主要な葬法として受け入れられている。 現在は8割
に迫る火葬率のシンガポールは， アジア諸国 ・ 諸地において， 日本， 台湾， そ
して香港に続く， アジア第 4 位の火葬率となっている [The Cremation Society 
of Great Britain 2016] 。 その 一方で， 土葬を行うことができる埋葬地は， シン
ガポール西北部にあるチョアチュウカン墓地 (Choa Chu Kang cemetery) のみ
であり， 現在のシンガポールでは， 土葬や埋葬地を選択することは困難となっ
ている [National Environmental Agency 2016] 。 かかる環境の中で，シンガポー
ルでは， 各民族集団が持つ慣習や信仰を， 政府の方針に合わせ， 変容させなが
ら維持していくことになる。
シンガポールの急激な火葬化について， 社会学者でありシンガポールにおけ
る宗教の変容について調査を行ったタム ・ ソン ・ チー (Tham Seon Chee) は，「シ
2 海峡華人 (Straits Chinese) とは， 一般的に， 数世代にわたってマラヤに定住した結
果中国との関係をすでに喪失し， 現地志向の貴族意識を持ち， 衣食文化や言語に
おいてマレ ー化， あるいは西洋化された華人とされる［篠崎 2001:72]。 海峡華人
と同様の意味で用いられる言葉に， ババ (Baba), プラナカン (Peranakan) などの








てきていること」， そして別の側面として「今日のシンガポ ー ルでは埋葬の場
所を確保することが困難となり， 経済的負担も大きい」という事情があると説
明している[Tham(設楽訳） 1984 (1989) : 96]。
華人の信仰について社会学的研究を行っているトン ・チ ー ・キョン(Tong
Chee Kiong)の華人の火葬率に関する調査によると， 人口の大半を占める華人
の火葬率は， 1965年以前では10.2%と非常に低く， 1966,-..,1975年では38.3%と
なる。 1988年になると， 火葬を選択する者が68.1%となり， 火葬を行う割合が，
土葬を上回るようになる[Tong 1988 : 34]。 1965年以前の火葬率の低さ， そし
てその後に世界でもトップクラスの火葬率の裔さに上昇するようになった要因
はいったいなんだったのか。 トンは， シンガポー ル政府の火葬を促進した政策
が， 三つの要因により功を奏したとしている。 一つは， 土地不足のシンガポー









の中で言及されている論点である[The Singapore Free Press and Mercantile 





[RCRBBG 1952, The Straits Times 1939/4/11]。 シンガポー ルにおいては初の
-204-
(120) 高樟 健太









2. シンガポ ー ルにおける急激な人口の増加と墓地問題の顕在化






てみると， 1824年の統計では， 総人口10,683人， 華人の人口は3,317人， マレ ー
人の人口は6,431人となっており華人の人口はマレ ー人の人口を下回っていた




人と割合が高まり， 人口の約7割が華人となった [Saw 1999:9-10,47]。
上記のように， 大量で継続的に移住者を受入れていった背景には， 貿易・商
業の繁栄にともなう貨物の荷揚げ積み込みなどに携わる労働力を必要としたこ
と， 都市建設のための土木事業の労働力需要， またプランテー ションの労働力
3 1962年に設立されたマウントヴェロン火葬場は，42年間の操業を経て，2004年に閉
鎖された。1976年には，火葬場内に納骨堂が作られた。この地域は， 開発のために
区画され， 遺骨は新たに設立されたマンダイ火葬場 (Mandai Crematorium) の納骨
堂に移されたることになった [National Environment Agency 2016] 
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シンガポー ルの地図を作成した測量技師ジョン ・ タ ー ンブル・トムソン(John
Turnbull Thomson) [Wilbert 2015:98-99] は， 19世紀半ばのシンガポ ー ルの様
子を以下のように描いている。




と， 華人墓地の増加により， 土地を逼迫しているのではないか， との所見を述













3. 1887年の埋葬に関する法案(The Burial Bill)における華人との論議
3.1 立法評議会での埋葬に関する法案(The Burial Bill)の提出
急激な人口の増加と， それによる墓地の増加から， 将来的には商業用， 居住
用に土地が不足するものと考えられ，墓地設立を制限することを目的とする「埋
葬に関する法案(The Burial Bill)」が，立法評議会4(Legislative Council)に提
出されると，華字紙『功報』をはじめとする新聞等で大きく報じられた5。 この





られており， 非許可の土地に対する罰則が設けられるとされていた6。 また， 総
督には， 許可を得ていない土地に埋められた遺体を撤去する権限があり， 継続
的な違反に対する罰則を科す権限を与えるものであった[PLCSS 1887 August 
B91-B92]。
3.2 埋葬に関する法案(The Burial Bill)に対する華人の反論
かかる法案は華人からの反発を受けることになる。 そして華人たちの意見の
代弁者となったのは， 華人の評議会議員であるセア ・ リアンセア(Seah Liang 
Seah 余連城）であった。 セアの立法評議会での意見を見る前に， 彼がいかな
る人物であったのか， 彼の略歴と当時の立法評議会での華人について見てみよ
う。
4 立法評議会 (Legislative Couricil) は， 1867年に設立された。 立法評議会には， 植民
地に対して， 法理を制定する権限が認められていた。 立法評議会は， 行政参事会
(Executive Council) とともに総督を補佐するもので， 総督が法令を制定する前に
それを諮問する場であった。 立法評議会は，行政参事会の官職メンバー (Officials)
と民間から総督が任命した非官職メンバ ー (Unofficials) によって構成されていた
[Turnbull 1989: 78-80]。








する裕福な華人商人であったセア ・ ユウチン(Seah Eu Chin 余有進）の次男
として生まれ， 華語を家庭教師から， 英語はセント・ ジョセフ学院(St.
Josephs Institution)で学んだ。 彼は父親の秘書を務めていた。 セアは， 1883年
1月に総督フレデリック ・ ヴェルド(Governor Sir Fredrick Weld)によって立
法評議会の一員に任命された。 彼の任命された当時には， 立法評議会に華人コ
ミュニティを代表するものは誰もおらず， 彼の任命は華人コミュニティを満足
させるものであった[Song 1967:212]。 こうした立法評議会の状況のもと， セ
アの意見は華人を代表するものと見なされ， 大きな注目を集めることになる。
1887年にこの埋葬に関する法案が提出された際に， セアは， この法案の審議
の延長を申し入れた。 そして， 法案に対する華人の意見を述べたのだった。 内
容は， 以下の通りである。
私は， この法案の幾つかの条項が， 華人コミュニティの関心ごと， とりわ
けその中でも社会的に地位のある者たちに深刻な影響を与えると考えてい
る。 よく知られている通り， 華人たちは， この海峡植民地がインド政府の
もとイギリス領になるとすぐに， この地にやってきたのだ。 現在では， こ
の海峡の不動産のほとんどを華人が所有しており， それは， 公有地管理局





















であった。 法案についての新聞報道でも， 華人たちの反応について， 「彼らは，
昔ながらの墓地使用への妨害を許すことはない。[Straits Times Weekly Issue 














に分かれる。 それは， 人間の生活環境の判断を行なう「陽基風水」， そして祖先，
つまりは死者の生活環境の判断を行なう陰宅風水である。「陽基風水」には都市・
村落・家屋などの人間生活の造形空間の判断が含まれるが， 風水では， 「陰宅
風水」により判ずる墓地環境が最重要なものとなっている［渡邊 1994 : 193]。
オランダ人の中国思想学者のデ ・ ホロ ー トは「事実その最初の胚胎は， 死者に
対する尊崇の念から生まれたものであり， この尊崇の念はすでに遥かな昔にお
いて中国人固有の宗教であったのである。［ホロ ー ト 1986 (1964) : 76]」と
論じている。 このように， 風水は元来， 死者の埋葬や墓をいかに行うかが主要
な目的であり， 中国だけでなく， 海外に移っていった華人においても， その重
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要性を保ちながら， アジア各地に墓地を建設していった。 では， 墓地設立に適
した士地とは， 如何なる場所をいうのであろうか。 一般に， 風水信仰において，
埋葬が好まれる土地は， 左（東）に青龍砂， 右（西）に白虎砂という小高い丘
に挟まれ，前方には力強く隆起した男性的な土地後方には緩やかに起伏した女


















が記したFeng-Shui: or The Rudiments of Natural Science in China (『風水 一 欲望




















定付けた1952年の「埋葬や墓地に関する委員会」(The Committee Regarding 
The Burial And Burial Grounds)での議論に通ずるものがあり， 火葬や埋葬が
シンガポールにおいて如何なる議論，そして解釈をされてきたのかを知るため








海峡哲学会8しま， 1893年3月5日に， シンガポー ルの軍司令官であったチャ ー
7 シンガポール ・ ディベーティング ・ ソサエティ(Singapore Debating Society)では，
1879年6月25日に「火葬は， 現在行われている土葬よりも好ましいか」について討
論会を開いている。 討論結果は， 火葬に賛成するものが21票， 土葬に賛成するもの
12票となっており， 火葬を行うべきであ るとの結果となっている[Straits Times 
Overland Journal 1879/6/19,1879/7/2]。 討論では， 最高裁判所の事務弁護士を務めた
ジョナス ・ ダニエル ・ ヴォ ーハン(Jonas Daniel Vaughan)が， 火葬の利点を説明し













。 彼らの議論は， 哲学から政治， そして科学などの分野に及ぶ幅広いもので
あった。





海峡哲学会の特徴は二つある。 一つ目は， 海峡哲学会の特別な社会は， 植民
地の支配的な権力構造の中の人々が会員として含まれていること， そして二つ




バーが討論を行なっている。 ここで， 医学博士ディビット ・ギャロウェイ (Sir
David Galloway) と華人出身の哲学者タン ・ テックス ー ン (Tan Teck Soon) 








そして論文が提出されることとなっていた [Straits Philosophical Society 1913] 。
9 海峡哲学会の創立時の会員を例に挙げると立法評議会のメンバーであったトーマス・
シェルホード (Thomas Shelford) は私的諮問機関に属しており，ジョン・ウィンホー
ルド・ボンサー (John Winfield Bonser) は海峡植民地の裁判長であり， 政府の官僚




まず， 科学側公衆衛生を論点とする論客として海峡医学協会(The Straits 
medical Association)の会長等の海峡植民地の医学に関わる要職を歴任したディ
ビット ・ ギャロウェイ＂は， 医学博士としての見地から， 公衆衛生上の利点に
ついて述べている。
ギャロウェイは，「火葬の公衆衛生的側面」(1898 (1893) "The Sanitary Side 
Of Cremation)において， 土葬は広く行われている葬法のうち最も不衛生なも
のであるとし， 土葬では， 分解される途中で， 遺体から腐敗した物質が空中に




は，「華人の見地から見た火葬」(1898(1893) "The Chinese View of Cremation") 
と題した論文を提出した。
タン ・ テックスーン11しま， 1859年にシンガポー ル生まれた海峡華人の哲学者
である。 彼は， ラッフルズ学院(Raffles Institution)で学び， 半島生まれの華
人として初めて， ギュシ ー奨学金(Guthie scholarship)を受けた。 彼は， 自分
の研究を進めるため， 度門に向かい， 英華書院(Anglo Chinese College)で中
国思想を学び， 帰国後シンガポール政府に勤めた。 この時代のリム ・ ブー ケ
ン(Lim Boon Keng林文慶）などの海峡華人の知識人と違い， 大学進学の際
にイギリスを選ばず， 中国での進学を選んでいる。 こうした彼の学問的背景が，
10 ディヴィット・ギャロウェイ (Sir David Galloway) は， スコットランドに生まれ工
ディンバラ大学で医学を学び， 1885年にイギリス領マラヤを訪れると， ジョホール
王室の信頼を得て， スルタンであったアブバカ ール (Sultan Abu-Baker) の主治医
となった。 1890年には 海峡医学協会 (The Straits Medical Association) の会長を
務め， 1894年には， イギリス医学協会 (British Medical Association) のイギリス領
マラヤ支部の会長となった。 1903年には，立法評議会の非官職メンバー (Unofficials)
に任命され， 1914年まで務めると， 1921年から1929年にかけて， 行政参事会のメン
バーで初めて非官職メンバーとなった。 彼は， 1924年に， ナイト爵位を受けた [The
Strait Times 1935/9/16, 1939/5/14, Sunday Tribute 1938/5/8]。
11 タンは， 海峡華人キリスト教徒協会 (the Straits Chinese Christian Assdciation) の一
員であり， シンガポールで初めて， 華語と英語などの語学や， 中国の歴史を労働者
に教える夜学を開いた人物である。 半島の海峡華人の改革運動 (the straits reform) 





タンの意見を見てみよう。 タンは， 火葬について， 公衆衛生の面や， 実用的
な見地については検討するつもりはないとしながらも， 華人の立場から火葬に
関わる嫌悪感の正体についての考えを述べている。 タンは， 華人にとって火葬
への受容における最も大きな障害は， 宗教的， 情緒的， そして哲学的な問題で
あるという。 彼の言説について， 以下に要点をまとめていく。
まず， 華人の信仰における主要な宗教， 仏教儒教と道教， について言及し
ている。 仏教については， 華人の火葬嫌悪とは無関係と述べている。 その理由












彼（人） は， 時には， 彼らの子孫である。 天は霊魂の同義語であり， 父で
ある， 地は自然の同義語であり， 母であると言われる。 それゆえ人の身体





要性を伝えているという。 また， 火葬を忌避する間接的な要因は， 風水である


















でも， 進歩に不関心でもない， 火葬の支持者は， 火葬の利点や有用性を華人に
説くことを， 少しも絶望する必要はない」と述べ， 華人が火葬を受容する可能
性を示唆するのである［前掲書：50]。






12 『海峡華人雑誌』(The Straits Chinse Magazine)は，1897年 3月に創刊された。 こ
の雑誌は，海峡生まれの華人を対象に発刊されたもので，創刊に関わったのはリム・








































(Pasir Panjang) であり， 火葬場として利用されていたものの， それは小屋や
火葬炉などの施設をともなわない野焼き場 (open-air cremation) であった［西
村1936:78]。 こうしたインド系の住民が火葬を行っていたパシパンジャンの火
葬場は， 日本人によって用いられた。 著名な例は， 1906年の二葉亭四迷の火葬
がある。 二葉亭四迷は， ロシアから日本への渡航中， 洋行上で亡くなり， 日本
に遺骨を送還する ためにパ シパンジャンでの火葬が行われた［坪内他編














する訳にはいかなかった。 華人の信仰では， 風水によって埋葬地を決定し， 土
地を購入することになる。 これらの華人の意見を代弁する人々は， シンガポー
ルにおいて英語教育を受けた海峡華人であった。 本論で見てきた通り， 植民地
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Dispute Regarding Burial Grounds and the Acceptance of 




In Singapore, the percentage of cremation is above 70% in 2014. It seems that most 
Singaporean have accepted the notion of cremation. However, the high cremation rated 
resulted from the long dispute regarding burial grounds and the acceptance of cremation 
between straits colonial government and Chinese community. In Singapore, the population of 
immigrants had grown rapidly since 1819. The population explosion set up the land shortage 
and hygiene problems. Straits colonial government begun the explanation about the burial 
ground, and the member of the government paid attention toward the necessity of acceptance 
of cremation. 
In this paper, I tend to reveal that the reason why the dispute over Chinese burials and 
cremation begun in late 19th century and several straits-born Chinese played important roles 
on the dispute as representatives of Chinese communities. 
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